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創 刊 の 辞

　鳴門教育大学は，このたび新しい研究紀要として『鳴門教育大学学校教育実践研究』を創刊い
たしました。本誌は，学校教育をめぐる諸課題について教育に関わる専門諸科学の知見から多面
的・多角的に考察してきた『鳴門教育大学学校教育研究紀要』（地域連携センター編，雑誌名の
改題を経ながら通算 37 号まで刊行）と本学のファカルティ・ディベロップメント（FD）機能を
担いつつ教員養成大学の教育・授業の在り方を実践の事実に基づいて探究してきた『鳴門教育大
学授業実践研究』（学部・大学院教務委員会編，通算 22 号まで刊行）を統合する形で公刊される
ものです。編集は，学部・大学院教務委員会が担います。
　本誌は，学校・学級経営，生徒指導，特別支援教育，幼児教育，教科教育，教科領域横断的教
育，心理発達支援，教育方法，教師教育等の多様な専門領域から学校教育に関わる実践を基盤と
した教育研究の成果を本学から発信することを目指しています。私なりに捉えるより本質的な目
的を言えば，本誌を通じて，学校教育実践を対象とした教育研究の在り方や方法について語り合
うひとつのフォーラムをつくり出すことです。
　近年の学校・子ども・教師をめぐる教育現場の多様化は，（よりよいと研究者が考える）一般
的な理論とその実践化をめざした研究の語り方だけでは捉えきれない実態を生み出しています。
学校教育実践のさらなる質の向上，より広汎な他者との実践の共有，学校・子ども・教師のため
のよりよい実践の拡大をめざして，教育実践の語り方をめぐる方法論の再構築が求められていま
す。
　それは，特定の教育理論や方法論の優位性を語り，学校・子ども・教師に「選択すべき」と迫
る語り方ではありません。研究者と学校教育の実践者との協働・対話・省察を通じて実践を創造
するプロセスを描き出すとともに，前提とした教育理論の再構築を図るような語り方，そして学
校教育実践に関わる（研究者・実践者・学生等から成る）研究共同体の研究力や教育実践力の向
上につながるような語り方です。研究主体に視点をおいて言い換えれば，三人称（およそ一般に
教育とは，授業とは，実践とは・・・。）の語り方から，学校教育の様々な場面で展開する教育
実践に対する「こだわり」，「状況をめぐる葛藤」，「乗り越え方」をめぐる一人称（私の教育とは，
授業とは，実践とは・・・。）あるいは二人称（あなたの教育とは，授業とは，実践とは・・・。）
の語り方への転換です。学校教育実践に関わる多様な人々の関わりの見える語り方と言ってもよ
いかもしれません。
　本誌の創刊は，学校教育に関わる学術研究への貢献と学校教育実践への寄与という観点から，
学校教育実践研究の新展開を模索していこうとする一つの試みです。こうした本誌の目的と特色・
意義を踏まえ，本学の新しい研究紀要を大きく育てていただきますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが，創刊号に寄稿いただきました本学教員並びに共同研究者の皆様，また刊
行にあたり，編集過程で多大なるお力添えをいただいた編集専門委員会委員，ならびに事務局の
皆様に心よりお礼申し上げます。
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